
 

第１ 交通機動隊 

 

１ 概  要 

交通機動隊は、本隊を水戸市東野町２４７番地の２に置き、下妻市に県西方面隊、日立・潮来 

・竜ヶ崎の３ヵ所に各分駐隊を置いて、県内全域の主要幹線道路において白バイ・パトカーを駆使

した交通指導取締りを実施した。 

特に、交通死亡事故等の重大事故が多発している警察署管内に隊員を集中投入し、飲酒運転、

速度違反等の悪質な交通違反の指導取締りを推進した。 
 

２ 運用状況 

本隊、県西方面隊及び各分駐隊を活動拠点として、当番勤務及び日勤勤務制により、交通死亡事

故の多発路線、多発時間帯に合わせた機動警ら活動、交通要点における街頭監視活動等を実施した。 

３ 活動状況 

(1) 交通指導取締り状況 

ア 交通指導取締り活動においては、死亡事故に直結する飲酒運転・最高速度違反・信号無視等

の違反に重点指向するとともに、一般ドライバーや自転車利用者、歩行者の交通マナー向上を

図るため、安全確認方法や横断方法等についても積極的な指導・警告を実施した。 

イ 暴走族の取締りを強化し、爆音暴走族及び悪質な整備不良車両に対する取締りを実施した。 

ウ 高速抑止装置３機を運用し、死亡事故に直結する著しい速度違反を検挙した。 

エ 平成１６年中における交通違反の検挙件数は 47,801 件であり、違反種別では最高速度違反

が最も多く 25,056 件であった。 

主な交通違反の検挙件数は次のとおりである。 

 
 

 

 (2) 暴走族に対する特別取締りの実施 

年末年始、ゴールデンウィーク、毎週末等において暴走族に対する特別取締りを実施し、暴走

行為の一掃を図った。 
 

 (3) 刑法犯等の検挙状況 

徹底した職務質問、各種照会により、刑法犯１９件（強盗２件、窃盗１１件、その他６件）特

別法犯３件（覚せい剤３件）を検挙した。 

 (4) 交通死亡事故多発警察署管内に対する集中取締り、路線・ゾ－ン対策の実施 

  ア 集中取締りの実施 

    交通死亡事故が多発している警察署管内に、隊員を一定期間大量動員した集中取締りを展開

し、交通死亡事故抑止を図った。 
 

  イ 路線・ゾ－ン対策の実施 

違 反 種 別 件 数 違 反 種 別 件 数

 無免許運転 202  整備不良車両運転 2,191

 飲酒運転 1,103  通行区分等 516

 最高速度 25,056  一時不停止 1,625

 信号無視 1,102
 シートベルト
 ヘルメット等着用義務違反 14,496



 

    交通死亡事故多発路線である国道６号・５０号・５１号・１２５号・２９４号・３５５号 

   及び交通死亡事故が多発している市町村等に対し、白バイ・パトカ－を一定期間大量動員した

路線対策・ゾーン対策とする交通指導取締りを展開して、交通死亡事故抑止を図った。 

 (5) 交通安全教育活動の実施状況 

    年間を通じ、高校生に対する二輪車の安全な乗車方法を中心とした実技教育の他、企業等に対

する二輪車の安全運転実技指導を実施した。 

 
 

(6) 災害派遣 

中隊長以下２５名の隊員をもって関東管区広域緊急援助隊交通部隊（オフロード・白バイ隊第

１中隊）が編成されており、平成１６年１０月２３日に発生した新潟県中越地震に伴い、第三次災害

派遣部隊として１１月５日から１１月１２日までの８日間に渡り隊員２３名を派遣、さらに、第六次災

害派遣部隊として１１月２５日から１２月４日までの１０日間に隊員１０名を派遣、被災地において緊

急通行路の確保、被災地への流入抑制等の交通規制を実施した。 

(7) 特別活動等 

白バイ・パトカーにより駅伝やマラソン大会における選手の先導、県・市町村・交通安全協会

等が行なう交通安全パレード等の先導を実施するとともに、各種の地域イベント会場において白

バイ展示を通じて交通事故防止と交通安全意識高揚のための広報啓発活動を実施した。 

 

実 施 回 数 延べ出動 人員 延べ出動車両 延べ受講 者数 備 考

５１回 １００名 １０６台 ２，６３０人

実 施 回 数 出 動 回 数 出 動 人 員 出 動 車 両 備 考

マラソン先導・広報活動等 ８９回 ２０５人 ２０５台


